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（コミュニティセンターみずしろの休館日及び日曜日を除く） 

 

この１年を振り返って・・・ 

 

師走を迎え、皆さんはこの１年をどのように振り返っていらっしゃるでしょうか。 

サポセンでは、気持ちも新たにサロン活動（市民活動意見交換会）のスタートをきっかけ

に、SNS講座等の共催事業へと発展し、団体間の交流機会を増やすことができました。 

コロナが落ち着いた秋頃からは、サポセン職員が団体主催のイベントに出向き、勉強・体験

することも多かった１年となりました。 

また、昨年には申請がなかった”やる気応援助成金”は、今年度注目度が高まり、２期で４

件の応募があり、３団体が採択されました。 

今後も、多様な市民活動がさらに活発になるよう相談業務を行うとともに、市民公益活動登

録団体がますます意欲的に活動できるようご支援して参ります。 

１年間、多方面でご助言・ご協力頂きました皆様、ありがとうございました。 

 

講師：松本 祐一氏 

NPO サポートセンター代表理事 

◆いきいきフェスティバル基調講演 

ポストコロナにおける市民活動のあり方 

～活動のモデルチェンジを目指して～ 

動画は４つのセクションに分割されてい

て、忙しい方でも視聴しやすいです！ 

新年度からの活動のヒントや励みになれ

ば幸いと思いご紹介いたします。 

「飛躍×包摂×あなたらしさ」、皆さんだ

ったらどんなモデルチェンジを描かれます

か。お聞かせいただけると嬉しいです。 

おすすめ動画のご紹介 

 

 

 「活動のモデルチェンジを目指して」 

 

 

 

 

１０月末より着任しました相談員の田村裕子です。よろしくお願いいたします。 
たむらゆうこ 



 

 

 

ご存じですか？市民公益活動団体登録メリットのひとつに印刷サービスがあります。今回は印刷

サービスについて詳しくご紹介いたします。 

用紙持ち込みで下記のとおり印刷は無料でできるので、ぜひご活用ください。 

 スタッフ共々、印刷待ちの間に活動の近況なども聞けて、皆さんがいらっしゃるのを楽しみに 

しています。 

 

簡 易 印 刷 機 

●白黒 

●枚数：無制限 

●A３まで対応 

●印刷したい原稿をご持参ください 

 

パソコン＋プリンター 

●白黒・カラー 

●枚数：１００枚／月まで（カラーは５０枚まで） 

●A４まで対応 

●ＵＳＢで印刷したいデータをご持参、または 

 メールでサポセンにデータを送ってください 

※エクセル等は PDFに変換するとズレを防げます 

※手書き原稿データ化のご相談もお受けいたします 

印刷はサポセンスタッフがお手伝いしますので、どうぞお気軽にお越しください。 

 

サポセン印刷サービスのご利用者が増えています♪ 

コミセン入口にサポセンの掲示板があります。市民公益活動登録団体皆さんの PRのための掲

示板です。掲示板の前の机にはチラシを置くことができます。 

サポセンにポスターやチラシをお持ちいただければ、掲示・配架いたします。 

コミセンは、赤ちゃんから大人まで幅広い年代の多くの人が利用している施設です。掲示板

から活動に興味を持ちお問合せをいただくこともあります。 

ぜひ掲示板をご活用ください。 

団体のお知らせやチラシ 

コミセンに 

掲示しませんか？ 


